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ίʔϙϨʔτΨόφϯεମ੍

キϦンάループ、ܦӦ理೦͓よびάループڞ通のՁ؍で͋
る�0OF�,JSJO��7BMVFTのと、ܦظӦߏ「৽キϦン・άルー
プ・ビジϣン2021（৽,72021）」に͓͚る20217JTJPOを実͢ݱ
ること͕当社άループの࣋ଓ的とதظ的なۀاՁの
্にͭな͕るのとೝࣝし、ͦ の実ݱをޮՌ的・ޮ 的にਤるこ
と͕できるΨόφンスମ制をߏஙし·͢ɻ·た、ܦӦ理೦͓よび
20217JTJPO実ݱのたΊに֤ステークホルμーとのڠಇ͕ෆՄ
ܽで͋ることをೝࣝし、ͦ ΕͧΕのཱ場をଚॏし·͢ɻגओ・
ಁ、Ոにରしͯࢿ ໌性、ެ ฏ性、ܧଓ性をج本にਝなใ開
ࣔを͏ߦととに、ݐ設的なରをੵۃ的にߦい、ҙをっͯ
આ໌をՌたしͯいき·͢ɻ

ίʔϙϨʔトΨόφンεのجຊతͳํ͑ߟ

άϧʔϓձࣾ

キリンϗʔϧσΟンάε

֤୲

һߦࣥ

άϧʔϓܦӦઓུձٞ

ձࠪܭਓ

άϧʔϓ$47 ҕһձ

άϧʔϓϦεΫɾ
ίϯϓϥΠΞϯεҕһձ

ใ։ࣔҕһձ

ࣾ

औకձ

ࣾ5໊ ࣾ֎�໊

ٞ

Ҭ౷ׅձࣾ ձࣾۀࣄ

�ࠪ

�ࠪ

�ࠪ

�ࠪ

෦ࠪ

෦ࠪ

ࠪձ

ࣾ�໊ ࣾ֎�໊

ҕһձࢾɾใु໊ࢦ

ࣾ�໊ ࣾ֎�໊

ҕһ

ओ૯ձג

άϧʔϓܦӦࠪ୲

˞ৄし͘、「,*3*/�3&P035�2018」の「ᶙ�ίーϙレートΨόφンス」をࢀরしͯ͘ ͩ͞いɻ
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リεΫཧମ੍
キϦンάループで、ܦӦඪのୡۀاのܧଓ性にେきなӨ
を༩えるෆ֬実性をϦスクとఆٛしͯい·͢ɻ৽たなઓུॏڹ
ཁな֎部環境のม化を౿·えͯϦスクを的֬にೝࣝし֬実にର
Ԡ͢るたΊに、ϦスクϚωジϝントମ制を整備しͯい·͢ɻϦスク
Ϛωジϝントに͓い と「クラΠ「ը͕ະୡになるϦスクܭۀࣄͯ」
γスにస͡るϦスク」の2ͭの؍でॏཁ度のߴいϦスクをந出
͢るよ͏にしͯい· ɻ͢
άループ֤社、年度ܭըのࡦఆプϩηスに͓いͯ、্ ؍のه
を౿·えۀࣄ環境分ੳઓུにԊっͯ ॏཁなϦスクをબఆし、Ϧ
スクステートϝントϦスクରԠܭըを࡞し͓ͯり、環境にؔ͢
るϦスク理にؔしͯ、このϦスクϚωジϝントମ制のதでରԠ
をߦっͯ い· ɻ͢
キϦンホールσΟンάス、άループのϦスクϚωジϝント全ମを
౷ׅし͓ͯり、֤ 社のॏཁϦスクを֬ೝ͢るととにϦスク͕ݦ
し、キϦンάループॏཁ౼ݕをڹ化した場߹のάループへのӨࡏ
Ϧスクを設ఆしͯい· ɻ͢
֤社、ϦスクରԠܭըの実施ঢ়گを࢛͝ظとにϞχλϦンά

άϧʔϓ$47ҕһձ
キϦンάループ、άループ֤社͕$47ܦӦをੵۃ的・ࣗ ओ的に
ਪਐしͯい͘たΊに、原ଇとしͯ年1回「άループ$47ҕһձ」を

ਪਐɾཧମ੍

Ͱೝ͍ࣝͯ͠ΔओͳϦεΫ࣌ݱ

$47ਪਐମ੍

環境にؔ͢るϦスクۀࣄ˙
1法ྩن制・੫制
2ҝ替・金རのม動
3原ࡐ料・ΤωルΪーՁ格、物ྲྀ
අなどのߴಅ
4ఱީ・気ީม動・ײ・ࡂછ
など
金ௐୡࢿ5
6保༗࢈ࢿのՁ格ม動
よびਓ͓市場環境の動・ࡁܦ7
動ଶのม化ޱ
8ւ֎ۀࣄ ˞Ϧスクの֤߲にͭいͯຖ年ݟしͯい·͢ɻ

開࠵しͯい·͢ɻキϦンホールσΟンάス社͕ҕһをΊる
ಉҕһձに、ओཁۀࣄձ社の社ҕһとしͯ出੮し、$47
ίミットϝントの実施ঢ়گをϞχλϦンάしͯい·͢ɻಉҕһձ
でܾఆした容、ඞཁにԠͯ͡キϦンホールσΟンάスの「ά
ループܦӦઓུձٞ」औకձにٞ・ใࠂし、άループ全ମ
のઓུにөͤͯ͞い·͢ɻ·た、ҕһキϦンホールσΟン
άスの֤部άループ֤社にରしͯ、$47のਪਐにඞཁな改
ળࣔࢦなどをߦい、ҕһձでܾఆしたํ・ઓུの実ߦ度をߴ
Ίͯい·͢ɻ

キリンϗʔϧσΟンάε

֤ ࣄ ۀ ձ ࣾ

औ క  ձ

ά ϧ ʔ ϓ ܦ Ӧ ઓ ུ ձ ٞ

Έࠐઓུͷམͱ͠ۀࣄ֤ࣾ

άϧʔϓશମઓུͷམͱ͠ࠐΈ

ҕһ� キϦンホールσΟンάス
� දऔక社
�ہࣄ キϦンホールσΟンάス�άループ$47ઓུ担当σΟレクλー
�ہࣄ キϦンホールσΟンάス�άループ$47ઓུ担当
ҕһ� キϦンάループओཁձ社社
� キϦンホールσΟンάス෭社
� һߦࣥ
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にؔ͢るϦスクߦۀࣄ˙
9 � ܞ本ఏࢿ・ۀࣄ
10ਓࡐ
11製品の҆全性
12ใの࿙Ӯ・ใγステϜ
13 ૌুേ金などの発ੜ

「環境」、ॏ的にऔり組Ήき課「$47ॏ課」の1ͭに設ఆ͞Εͯい·͢ɻৄ し͘ ⾣1���

し、ඞཁにԠͯ͡બఆしたϦスクをݟ͢など、ϦスクのϚωジϝ
ントαΠクルを回しͯい·͢ɻ·た、άループϦスク・ίンプラΠア
ンスҕһձఆظ的にϦスクのঢ়گなどにͭい֤ͯ社͔Βใࠂ
をड͚、ඞཁにԠ͡たࣔࢦࢧԉをߦい、άループのϦスクϚωジ
ϝントをڧ化・ਪਐしͯい· ɻ͢
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キϦンάループで、環境ܦӦ$47ܦӦମ制のதに組Έࠐ·
ΕたܗでӡӦ͞Εͯい·͢ɻ
தظ的なάループ全ମのϦスクػձのѲにͮجいた$47
ํ・ઓུ「άループ$47ҕһձ」で৹͓ٞよびਐ理͞Ε
·͢ɻ
「キϦンάループظ環境ビジϣン」2012年にキϦンホール
σΟンάスऔకձでঝೝ（ର֎発ද2013年）͞ Ε·したɻͦ
の後、2016年にܦӦのࠜװとしͯ$47にऔり組ΉたΊのॏ
的な社ձ課の̍ͭ とし 「ͯ環境」をબఆし·したɻ͞ Βに、ͦ Ε
Βの社ձ的課にͭいͯதظ的に࢟͢ࢦとし 「ͯ$47ίミッ
トϝント」をࡦఆし·したɻࡦఆに当たっͯ、2016年6݄に開
রしなࢀΕたάループ$47ҕһձに͓いͯٞし、4%(T͞࠵
͕Βॏ的にऔり組Ή課をܾΊ、ͦ の後、ۀࣄձ社͓よびؔ࿈
部とٞをॏͶͯͤ͞·したɻ
ঘ、気ީม動を͡Ίと͢るάループの環境全ൠにͭいͯ、ά
ループ環境૯ׅऀとしͯ$47ઓུを担当͢るһ（2018年
һ݉キϦンホールߦձ社औకৗࣥࣜג、キϦンࡏݱ4݄
σΟンάスࣜגձ社ৗࣥߦһ）͕ ऀとしͯに͋たߴ࠷
り·͢ɻ

キϦンάループで、ۀࣄձ社としͯඞཁな環境Ϛωジϝントγ
ステϜのཁ݅を「キϦンάループάϩーόル環境Ϛωジϝントの
原ଇ（,(&.P）」としͯఆΊͯい·͢ɻ
,(&.Pで、ͦ ΕͧΕのۀࣄに͓͚る環境にؔ͢るとݶݖ
をͭ࣋、環境૯ׅऀを設置͢ること͕ٻΊΒΕͯい·͢ɻ環
境૯ׅऀ、ࣗ 社͓よびͦのߏձ社の環境活動͕ద切に
実͞ߦΕͯいる͔をϞχλϦンά͢るととに、Ϛωジϝントレ
ビϡーを実施し、改ળ課を໌֬にしͯ、ؔ ࣔࢦ部にඞཁな
をߦい·͢ɻ͞ Βに環境クラΠγス͕発ੜした場߹に、全ͯの
֤、っͯղܾに͋たり·͢ɻ·た,(&.Pで࣋をݶݖ 社͕環境
ϚωジϝントγステϜのݩで、ۀࣄの環境活動にؔΘる法ྩ・ͦ
のଞルールの९क、環境ෛ荷減ฒびに汚છの༧にΊるこ
と、環境部ࠪを実施しͯγステϜのద߹性९法性の֬ೝ、
ඪのୡঢ়گを֬ೝ͢るととに、Ϛωジϝントレビϡーにͭ
な͛ること͕ఆΊΒΕͯい·͢ɻ
この,(&.P͕ఆΊる原ଇのݩで、֤ ͦ、ձ社ۀࣄ ΕͧΕのࣄ
ͦ、容Ҭۀ のଞのಛ性にϑΟットし、国نࡍ格*4014001
にͮ͘ج環境ϚωジϝントγステϜをߏஙしͯӡӦしͯい·͢ɻ
֤社で、環境ํキϦンάループظ環境ビジϣン、͓ よび
$47ίミットϝントなどのඪの実ݱのたΊに、ステークホル
μーのをద切に収集し、ۀࣄの環境活動にؔΘるϦスクとػ
ձをѲ・ධՁし、தظ的なࢹ入ΕͯඞཁなରԠをߦっͯ
い·͢ɻ

のா理をపఈ͢るととに、法߲ࣄٻ所で法的ཁۀࣄ֤
よりݫしいࣗओ理を設ఆしͯ、環境汚છのࢭをపఈしͯい
·͢ɻ·た、άループ環境ނࣄใࠂ制度を整備しͯώϠϦ・ϋッ
トྫࣄをڞ༗し、ରࡦを水ฏల開͢るととに、部環境ࠪに
よる法ྩ९कঢ়گの֬ೝをߦっͯ い·͢ɻ
2017年ॏେな法ྩنଇҧ環境にॏେなӨڹを༩えるࣄ
の発ੜ͋り·ͤんでしたɻނ

キϦンάループの֤ۀࣄձ社で*4014001などの環境Ϛωジϝ
ントγステϜに४ڌしͯ、֤ ձ社での部͓ࠪよߏ・所ۀࣄ
び֤άループձ社本社環境理部によるۀࣄ所͓よびߏձ
社へのࠪをߦい、֤ 社の環境ϚωジϝントγステϜの改ળにͭ
な͛ͯい·͢ɻ͞ Βにάループ全ମとしͯ、άループでఆΊた
४にैっͯキϦン社$47ઓུ部͕キϦンホールσΟンάスよりج
֤、ҕୗをड͚ۀ άループձ社の環境ࠪを実施し、Ϛωジϝ
ントレビϡーにͭな͛ͯい·͢ɻ
日本で͞Βなるಁ໌性とಠཱ性を担保͢るたΊ、2009年よ
り、֎部ίンαルλントによるݫ格な環境法ྩࠪをߦっͯい·
͢ɻ2014年·でに全ͯのάループձ社製造ڌۀࣄ所をҰ८し、
2015年Ҏ߱ೋ८としͯຖ年ۀࣄ所をબఆしͯ実施しͯい
·͕͢、いͣΕࢦఠܰඍなのでしたɻ

環境ܦӦਪਐମ੍ 環境ϚωδϝントγεςϜ

環境๏ྩ९कঢ়گ

環境ࠪ

環境Ϛωδϝントମ੍

環境にؔ͢るプϩηス理、ͦ ΕͧΕのҬにԠ͡たܗでܦӦ
プϩηスとҰମ化しͯऔり組ΈをਐΊͯい·͢ɻ
日本で、環境ۀධՁキϦンάループಠࣗのόランススίア
Χーυ,*4."Pのӡ用に組Έࠐ·Εͯい·͢ɻこの,*4."Pでの
ඪ͕、֤ 組৫・֤ݸਓのඪ設ఆにө͞Ε、ඪのୡ度に
Ԡͯ͡、֤ 組৫・֤ݸਓのۀにө͞Ε·͢ɻ
ͦのଞのҬۀࣄձ社で、ͦ ΕͧΕのҬにԠ͡たܗで環境
ධՁにө͞Ε·͢ɻۀਓのݸ֤・ධՁ͕֤組৫ۀ

ձ社ۀࣄ֤

キϦンホールσΟンάス

ΩϦϯάϧʔϓ
௨ͷϧʔϧڞ

֤ࣾ
ผͷݸ
ϧʔϧ

ɾキリンάϧʔϓͱしてେʹすΔ
ɹ環境ϚωδϝントのΤοηンε
ɾάϧʔϓձࣾのଟ࠼ͳ
ɹۀࣄಛੑ͓Αͼ
ɹͦのχʔζʹରԠ

,(&.1

ΩϦϯάϧʔϓํڥ

ΩϦϯάϧʔϓڥظϏδϣϯ

ผʹఆΊΔݸ֤ࣾ
Ϛωδϝϯτͷϧʔϧڥ

キリンάϧʔϓάϩʔόϧ環境Ϛωδϝントのݪଇʢ,(&.1ʣ
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金༥҆ఆ理ࣄձ（'4#）の気ީؔ࿈ࡒใ開ࣔλスクϑΥース
（5$'%）͕ 2017年に開ࣔした࠷ऴใࠂॻ「気ީม動ؔ࿈ࡒ
ใ開ࣔλスクϑΥースによるఏݴ」にैい、キϦンάループで
2018年1݄͔Β5݄·でのؒでγφϦオ分ੳを͢ߦࢼるなどし
ͯରԠをਐΊͯい·͢ɻै དྷ͔Β環境ใࠂॻ8FC͓よび$%P
などで開ࣔしͯいる߲容に、5$'%͕ਪ͢る৽しいϑ
レーϜでࣔ͞ΕたΨΠυラΠンにԊったのଟؚ͘·Εͯい·
͘͝ॳาهっͯい·͢ɻӈ全な開ࣔに·ͩ課͕、͕͢
的なஈ֊で͕͢、こΕΒطに開ࣔࡁΈのの͋Θͤͯ、৽しい
ϑレーϜϫークで開ࣔしͯい͘ୈҰาとなり·͢ɻ

Χςΰリʔ ༰ ରϖʔδ

Ψόφンス

キϦンάループࣗવࢿ本をར用しͯۀࣄをߦっͯ い·͢ɻࣗ વࢿ本、ٿԹஆ化にい気ީม動のӨڹ
をେき͘ड͚ͯし·い· ɻ͢（۩ମ的なӨڹにͭいͯ、本ใࠂॻの当֘ページをࢀরしͯ͘ ͩ͞い）
このよ͏なঢ়گをେきなϦスクとػձとしͯଊえ、2012年にキϦンホールσΟンάスऔకձで「キϦン
άループظ環境ビジϣン」͕ ঝೝ͞Ε、ಉ࣌に「όϦϡーチΣーンで2050年に1990年ൺで͔ۀࣄΒ排
出͞Εる$02排出量を減͢る」とい͏ߴいඪ͕設ఆ͞Ε·したɻ
2017年Ҏ߱で、άループ$47ҕһձに͓い 「ͯ$47ίミットϝント」のҰ部としͯ、2030年の$02排
出量減ඪなどを設ఆし、ϞχλϦンά͓よび৽たなํࡦఆ͕ߦΘΕͯい·͢ɻάループ$47ҕһձ
、キϦンάループ͕ੵۃ的に$47をਪਐ͢るたΊに設置͞Εओཁձ社の社ࡒ・*3・4$.・Ϛーέ
テΟンάなどの担当һ͕Ұಊにձしͯ$47のऔり組ΈํのࡦఆϞχλϦンάを͏ߦたΊのձٞମで
͢ɻここでܾ·ったॏཁなํ、ͦ のଞの$47ίミットϝントととに、άループܦӦઓུձٞ、·た
औకձで৹ٞ・ঝೝ͞Ε·͢ɻ

ओにP71～P73
ͦのଞؔ࿈߲ࣄ、
P10～P17

ઓུ

ٿԹஆ化に͏気ީม動によるϦスク、水ෆによるૢࢭఀۀ、Թ度্ঢࣗવࡂによるੜ࢈の
࡞物へのӨڹ、লΤωࢿの૿େなど͕ߟえΒΕ·͢ɻҰํで、ڞಉૹのよ͏に、気ީม動のରԠを
ਐΊるऔり組Έ͕ଞۀ種・ಉۀ種でのඇڝ૪分でのίラϘレーγϣンにͭな͕り、気ީม動Ҏ֎の社ձ
ۀاにとっͯの課ղܾになるػձになりಘ·͢ɻ
キϦンάループで、このよ͏なϦスクとػձのద切なѲとରԠにより気ީม動に͏課をղܾでき
るよ͏にऔり組ΈをਐΊͯい·͢ɻ
気ީม動Ϧスクとػձ、ϦスクϚωジϝントγステϜのରで͋るととに、ॏཁなの͓よびରԠํ
άループ$47ҕһձにใࠂ、ঝೝ͞Ε、ͦ のଞののととに֤ۀࣄձ社のܭۀࣄըにө͞Εͯऔり
組·Ε·͢ɻ
（۩ମ的なӨڹにͭいͯ、本ใࠂॻの当֘ページをࢀরしͯͩ͘͞いɻ·た、γφϦオ分ੳにͭいͯ
রしͯ͘ࢀページを࣍ ͩ͞いɻ）

ओにP12～P17、P23、
P33、P45、P59

Ϧスク理

なっͯきͯいるとೝ͘ߴϦスク͞Βにߦ化し͓ͯり、物理的Ϧスク͓よびҠࡏݦڹに気ީม動のӨط
ࣝしͯい·͢ɻಛに原料のੜ࢈でࣗવࡂによるӨ͕ڹແࢹできないঢ়گになりͭͭ͋り、水
で͢ɻࠁਂ
キϦンάループで、2013年લ後にੜ物ݯࢿのϦスクをධՁしͯい·͢ɻ·た、2014年にҾきଓき、
2017年にۀࣄ所ྲྀҬ、͓ よびόϦϡーチΣーン্ ྲྀの水ϦスクのධՁをߦっͯい·͢ɻํ ܾఆ、औり組
Έ容のܾఆ、۩ମ的なௐࠪ݁ՌをϕースとしͯߦΘΕ·͢ɻॏཁなϦスク、άループ$47ҕһձで
ϞχλϦンά͞Ε、ඞཁにԠͯ͡ํのࡦఆमਖ਼͕ߦΘΕ·͢ɻͦ のଞのϦスク、ϦスクϚωジϝント
γステϜ͓よび֤ۀࣄձ社ۀࣄ所の環境ϚωジϝントγステϜでѲ、ରԠ͕ߦΘΕ·͢ɻ

ओにP14～P15、P23、
P33、P40～P41、P45、
P59～P60

ఆ量ଌఆのඪ
キϦンάループで、άループ全ମの4DPQF1～3をϞχλϦンάし、ͦ の実をجに࣍のઓུࡦఆに活用
しͯい·͢ɻ()(排出量の減ඪ()(排出量の実にͭいͯ、「ٿԹஆ化」のパートを͝ཡ
ͩ͘͞いɻݱঢ়で、֓ Ͷܭը通りのਐとなっͯい·͢ɻ

ओにP16～P17、P21、
P24、P34、P42、P46、
P56、P59～P60、P67～
P68、P89～P101

͍ͯͭʹ࿈ใ։ࣔͷ৽͍͠ϑϨʔϜϫʔΫͷରԠؔީؾ

ઓུڥ ಈ༰׆ ྉɾσʔλฤࢿ
˙ੜݯࢿ ˙ਫݯࢿ ˙༰ثแ ˙ٿԹஆԽ Ϛωδϝϯτڥ˙
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シナリオ分析
金融安定理事会（FSB）の気候関連財務情報開示タスクフォース
（TCFD）が2017年に開示した最終報告書「気候変動関連財務
情報開示タスクフォースによる提言」に従い、キリングループで
は2018年1月から5月までの間で、シナリオ分析を試行しました。
分析には、物理的リスクのベースシナリオとして、IPCCの代表
的濃度経路（Representation Concentration Pathways: 
RCP）を利用しました。さらに、共通社会経済経路（Shared 
Socioeconomic Pathways:SSP）を補助的に利用しました。
シナリオ分析の結果、地球温暖化がキリングループの重要な原料
である農産物に対して大きな影響を与える可能性が改めて把握
できました。
キリングループは、紅茶葉や紙などの重要な原材料の農産物の
持続性を高めるために、持続可能な農園認証や森林認証を拡大
する活動を行っています。また、水リスクの高い地域での積極的
な節水や農産物生産地での水源地保全などの水資源への対応を
進めています。このような活動は、気候変動に伴うリスクに対す
るレジリエンスに寄与します。また、SBTに承認された中期GHG
削減計画を持ち、再生エネルギーの拡大も含めて社会全体の低
炭素化についても取り組みを進めています。
今回の分析により、キリングループの取り組みの方向性に大きな
間違いがないことが再確認できたといえますが、シナリオ分析の
結果はさらに大きな影響を示唆しています。地球温暖化は社会
課題の中でも最も重要な課題の１つであり、社会と事業に貢献す
るCSVの観点からも、ビジネスモデルに大きな影響を与えていく
ことが想定されます。
農産物や水のリスクについては、既にリスクマネジメントにおけ
る重要な長期的リスクとしてリストアップされ、経営に報告され
ています。さらに切迫度の高いリスクについてはグループ各社・
部門の中計・年度計画に反映するための検討を進めることとして

います。今後はシナリオ分析によって得られた情報も加味して対
応を進めていく予定です。
また、現在ごく初期的な段階に留まっている財務的なインパクト

に関する影響についても把握を進めるとともに、まだ十分に解
析が行えていない移行シナリオについて検討を進め、事業計画
へ反映していく予定です。

放射強制力
（W/m2）

8.5 RCP8.5

RCP6.0

人口：低
所得：高
エネルギー技術：高
規制：強
グローバル経済

人口：中
所得：中
エネルギー技術：中
規制：中
部分的なグローバル経済

人口：高
所得：低
エネルギー技術：低
規制：弱
反グローバル主義

大麦：冬大麦10％以上、春大麦20％以上収量減
トウモロコシ：20％以上収量減
米：日本全国的に品質低下
茶：40％以上収量減
ホップ・ワイン用ブドウ：
 収量大幅減、栽培適地移動、地域により壊滅的
生乳：暑熱ストレスによる収量大幅減・コスト大幅増

大麦：冬大麦10％、春大麦20％収量減
トウモロコシ：20％収量減
米：日本全国的に品質低下
茶：標高600m以下で収量減
ホップ・ワイン用ブドウ：
 収量減、栽培適地移動、地域により壊滅的
生乳：暑熱ストレスによる収量減・コスト増

大麦：冬大麦5％未満、春大麦10％収量減
トウモロコシ：20％収量減
米：日本全国的に品質低下
茶・ホップ・ワイン用ブドウ：地域的インパクト

RCP4.5

7

6

4.5

3.7

2.6

4.3℃
（3.2～5.4℃）

2.8℃
（2.0～3.7℃）

2.4℃
（1.7～3.2℃）

1.6℃
（0.9～2.3℃）

RCP2.6
＝2℃シナリオ

気温上昇幅※
対応する
RCPシナリオ

社会経済シナリオ

SSP1
持続可能な発展

SSPの概要

SSP2
中庸

SSP3
望ましくない世界

キリングループ主要農産物への
気候変動インパクト

グループシナリオ3

グループシナリオ2

グループシナリオ1
●国際協調による緩和適応、
　物理的リスク抑制
●再生可能エネルギーの普及
●農業GHG規制強化
●人権・健康・持続可能性への志向
●フードロス削減

●格差社会
●緩やかな市場拡大
●地域的・作物別の
　農業インパクト　大
●地域的に水リスク　大
●冷涼な気候で栽培される
　農産物の調達コスト　増

●輸入コスト　大
●低価格製品・
　ヘルスケアニーズ　大
●農業インパクト　大
●水リスク　大
●夏期の飲料消費　増

※2081～2100年の世界の年間平均地上気温の1850～1900年（産業革命以前）の年間平均地上気温に対する上昇幅

環境戦略 活動内容 資料・データ編
■生物資源 ■水資源 ■容器包装 ■地球温暖化 ■環境マネジメント
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ステークホル ダー

キリングループは、社会とともに持続的に成長していくために、
長期経営構想「新・キリン・グループ・ビジョン2021」において、
CSV（Creating Shared Value）を経営の根幹に位置付けてい
ます。
CSV経営とは、社会課題の解決とお客様への価値提供を両立し、
経済的価値の創造と社会的価値の創造を実現し、社会とともに
持続的な成長を目指すことです。これを実現するためには、多様
なステークホルダーの課題や期待、要請を把握・理解し、キリン
が持つ事業の特性と強みを活かせるかどうかを双方向でコミュ
ニケーションしていく仕組みとその実践が重要です。
そこでキリングループでは、事業に関わる様々なステークホル
ダーとの対話を実施しています。単に対話するだけではなく、多
くのステークホルダーと協働するとともに、政策提言につながる
自主的な活動にも参画しています。

ステークホルダー・エンゲージメント

お客様

投資家

政策立案者

経済団体

コンソーシアム

研究機関有識者

NGO

生産地

事業所の地域

従業員

環境戦略 活動内容 資料・データ編
■生物資源 ■水資源 ■容器包装 ■地球温暖化 ■環境マネジメント
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2013年から開始したスリランカ紅茶農園へのレインフォレスト・
アライアンス認証取得支援では、毎年現地に赴き、プランテー
ションのマネージャーや地域の方々と意見交換をし、現地の課題
を把握しながら取り組みを進めています。
2016年の訪問時には、現地の小農園が認証取得を希望してい
る情報を把握したことを受け、検討の結果、大農園に運び込まれ
る小農園の茶葉の持続性向上は自社にもメリットがあると判断
し、2018年から小農園にも取得支援を開始することを決めまし
た。農園内の水源地保全活動を開始したのも、現地での課題把
握のうえでの判断でした。
2018年の訪問時には、これら小農園主および農園内に水源地を
抱えるマネージャーとも意見交換を行い、キリンの支援が彼らか
ら高い評価を得ていることを確認ました。
茶園は、自社が生産した茶葉がどのような製品に使われているか
を十分把握できていないことが多いこともあり、企業ニーズを把
握したり、課題を共有できることは貴重な機会だと捉えています。
このような対話の成果は、今後の進め方の参考としていきます。

環境省の気候変動に関するケーススタディにおいて、キリンが支
援しているスリランカの紅茶農園に対するレインフォレスト・ア
ライアンス認証取得支援が取り上げられ、「Sustainable Tea 
Production in Sri Lanka Driven by the Private Sector’s 
Initiatives」として公開されました。
また、これらのケーススタディーをベースとして、フィリピンのマ
ニラにおいて2018年1月31日から2月1日に渡り、環境省主催で
「アジア太平洋地域における気候変動影響評価・適応計画の能
力向上に関するワークショップ」が開催され、スリランカでレイ
ンフォレスト・アライアンス認証取得のトレーナーを担っている
現地のNGOであるASLMの担当者がワークショップに参加して
います。今回は、国および地方、セクター間の連携促進をテーマ
としつつ、同地域における適応計画の策定プロセス（NAPプロ
セス）および適応行動の実施に関する事例調査から得られた経
験や教訓を共有し、議論を通じて互いに理解を深めることにより、
同地域におけるNAPプロセスおよび適応行動の実施を促進する
ことを目的として実施されました。
ASLMは、認証取得の取り組みとともに雑草管理プログラムに
ついて情報提供を行いました。ワークショップで実施例として紹
介されたプログラムの殆どが国や地方行政が主導した事例でし
た。ASLMが紹介した事例は唯一の民間主導型のプロジェクトで
あり、国の関与がなくても民間セクターだけで気候変動の適応に
効果的な対応を進めることが可能であることを示す良い事例に
なったと評価されています。

スリランカ紅茶農園とのダイアログ 環境省ケーススタディーおよびワークショップ

農研機構活動報告会
遊休荒廃地をブドウ畑に転換していく過程について共
同研究を行っている農研機構から、2018年2月15日に
共同研究報告会を実施いただきました。得られた知見
を共有いただくとともに、今後の進め方について議論
を行いました。

全国ユース環境ネットワーク　高校生SDGsセミナー
2017年10月に、支援している全国ユース環境ネット
ワーク事務局が主催し、環境活動を行っている近畿地
区2府4県の高校生・大学生が参加して「持続可能な社
会」について研修を行われました。この中で、キリンが
行っている生産地の持続可能性を高める取り組みを講
演しました。

FSCアジア担当との意見交換
2017年に、FSCアジア担当が来日された機会をとらえ
て、FSCの認知度向上に向けた意見交換を行いました。
この他、ESGをテーマとした投資家説明会などを行っ
ています。

アジ ア太平洋 地
域における気候変
動 影 響 評 価・適
応計画の能力向
上に関するワーク
ショップの様子

農園マネージャーとの対話

小農園主との対話

写真提供：環境省

環境戦略 活動内容 資料・データ編
■生物資源 ■水資源 ■容器包装 ■地球温暖化 ■環境マネジメント
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ஂମ໊ ಈ༰׆

日本αステφビϦテΟ・
ϩーΧル・άループ（+4-(）

キϦンホールσΟンάス、β・ίンγϡーϚー・άッζ・ϑΥーラϜの「日本α
ステφビϦテΟ・ϩーΧル・άループ（+4-(）」のステアϦンά・ίミッテΟ・ϝ
ンόーで͋る理ࣄとしͯαステφϒルなビジωスのऔり組Έをੈք的にਪਐ
しͯい·͢ɻ

8&�.&"/�#64*/&44

$%P8#$4%など͕ओମとなっͯ設したۀاとࢿՈのίンιーγア
Ϝ͕8&�.&"/�#64*/&44で͢ɻキϦンάループ、「4#5による減ඪ
の設ఆ」「$%4#によるϝΠンストϦーϜレϙートでの気ީม動ରԠのใࠂ」
「水Ϧスクの改ળ」にίミットϝントしͯい·͢ɻ

4DJFODF�#BTFE�5BSHFUT
（4#5）

いたͮجにڌલ͔Βの気Թ্ঢを2ˆະຬにえるたΊのՊֶ的ֵ໋ࠜۀ࢈
Թ室ޮՌΨス排出減ඪのୡをਪਐ͢る組৫͕4#5で͢ɻキϦンάルー
プの2030年排出量減ඪ、日本の৯品・飲料ۀքでॳΊͯঝೝ͞Εͯ
い·͢ɻ

'VO�UP�4IBSF�
$00-�$)0*$&

キϦン、2014年より日本͕ఏএしͯいる৽たな気ީม動キャンペーン
「'VO�UP�4IBSF」「$00-�$)0*$&」にࢍಉし、ొ しͯい·͢ɻ

国࿈άϩーόルίンパクト
キϦンάループ「国࿈άϩーόル・ίンパクト」に2005年9݄にࢀՃをද໌
し、ै ͦ、活動のதでۀاௐୡ・開発・製造・ൢചなどのһとのؔۀ の原
ଇ実ݱにͭな͕る۩ମ的なऔり組ΈをਐΊͯい·͢ɻ

ըܭ動ߦ࿈ࣗओஂܦ
キϦンビール͕Ճ入͢るビールञ造組߹͓よびキϦンビόレッジ͕Ճໍ͢る全
国清涼飲料࿈߹ձで、ٿ環境の保全をߟえ、日本ஂܦ࿈の環境ෛ荷減
のऔり組ΈにࢀՃし、$02減と廃棄物のݯࢿ࠶化にऔり組んでい·͢ɻ

Τί・ϑΝースト

ࣗ、などࡦԹஆ化ରٿ環境େਉにରし、͕ۀا Βの環境保全にؔ͢るऔり
組Έをଋ͢る制度͕Τί・ϑΝーストで͢ɻキϦン製造ۀୈ̍߸としͯೝ
ఆ͞Ε、ೝఆۀاで組৫͢る「Τί・ϑΝーストਪਐٞڠձ」෭ٞձ社で
͋り·͢ɻ

ੜ物ଟ༷性ຽؒࢀը
プϩジΣクト

キϦンホールσΟンάス、ੜ物ଟ༷性によりҰྀしたۀࣄ活動をਪਐ
͢るたΊެද͞Εた「日本ஂܦ࿈ੜ物ଟ༷性એݴ」にࢍಉし、「એݴਪਐパー
トφーζ」としͯࢀՃしͯい·͢ɻ·た、日本ஂࡁܦମ࿈߹ձと日本工ձٞ
所、ࡁܦಉ༑ձの3ஂମ͕2010年に設ཱした「ੜ物ଟ༷性ຽؒࢀըパート
φーγップ」にࢀՃしͯい·͢ɻঘ、「ੜ物ଟ༷性ຽؒࢀըΨΠυラΠン（ୈ̎
൛）」に͓いͯ、औり組Έྫࣄの1ͭとしͯキϦンのߚԂへの࣋ଓՄな
Ԃೝ証औಘࢧԉ͕հ͞Εͯい·͢ɻ

ஂମ໊ ಈ༰׆

άϦーンߪ入ωットϫーク
（(P/）

キϦン、άϦーンߪ入のଅਐのたΊ、άϦーンߪ入ωットϫークのձһとし
ͯ、ΨΠυラΠンσーλϕースͮ り͘などのใ発৴、ී 発のऔり組ܒٴ
Έにྗڠしͯい·͢ɻ

ݝ市容器แμΠΤット
એݴ

キϦンビール、キϦンビόレッジ、ϝルγャン、ݝ市（࡛ݝۄ、ઍ༿ݝ、
౦ژ、神ಸ川ݝ、横浜市、川崎市、ઍ༿市、͞ いた·市、૬原市）͕ ਐΊ
ͯいる「容器แμΠΤットએݴ」にࢍಉし、容器แμΠΤットએݴをしͯ、
容器・แのܰ減化にΊͯい·͢ɻ·た、容器แ発ੜ制ۀࣄにྗڠ
しͯい·͢ɻ

ϑΥレストαϙーλーζ キϦン、（社）国化ਪਐ͕ߏػӡӦࣄہをΊる美しい （ྛり）ͮ
り͘ਪਐ国ຽӡ動で͋る「ϑΥレスト・αϙーλーζ」活動にࢀՃしͯい·͢ɻ

ΥーλープϩジΣクト
キϦン、2014年8݄1日「水の日」に「水॥環ج本法」にͮجき、݈ 全な水
॥環のҡ࣋·た回෮のਪਐを的としͯ発したຽ࿈ܒܞ発プϩジΣ
クト「ΥーλープϩジΣクト」に2014年͔ΒࢀՃしͯい·͢ɻ

レΠンϑΥレスト・
アラΠアンス�ίンιーγアϜ

キϦン、࣋ଓՄなۀのਪਐを͢ࢦレΠンϑΥレスト・アラΠアンスと
ͦのೝ証品をऔりѻ͏2015͕ۀا年9݄に設ཱした「レΠンϑΥレスト・ア
ラΠアンス�ίンιーγアϜ」に設ཱϝンόーとしͯࢀՃ・活動しͯい·͢ɻ

ར用のたΊのࢴଓՄな࣋
ίンιーγアϜ（$4P6）

と88'ジャ（9社ࡏݱ）5社ۀا͏ߦのར用にͭいͯઌਐ的なऔり組Έをࢴ
パン͕設ཱしたίンιーγアϜ͕࣋ଓՄなࢴར用のたΊのίンιーγアϜ
で͢ɻキϦンάループ、設ཱϝンόーとしͯࢀըし、࣋ଓՄなࢴར用のた
Ίのऔり組ΈをਐΊͯい·͢ɻ

横浜άϦーンパートφー
キϦン、横浜市͕ਐΊる「άϦーンిྗ証ॻγステϜ」を活用した横浜市෩
ྗ発ిۀࣄに2007年͔Β:（ϤίϋϚ）�άϦーンパートφーとしͯࢍڠしͯい
·͢ɻ

容器แの環境ෛ荷減に
ؔ͢るとの߹ҙ
（オーストラϦア、χϡー
ジーランυ）

ラΠオン、オーストラϦアに͓͚るফඅऀแࡐの環境Өڹを減͢る
たΊのαプラΠチΣーンۀاととの߹ҙで͋る"VTUSBMJBO�PBDLBHJOH�
$PWFOBOUに2000年͔ΒࢀՃしͯい·͢ɻ·た、χϡージーランυに͓͚る࣋
ଓՄなแࡐの用を͏ߦたΊのۀ࢈ք͓よびのࣗओ的なऔり組Έで
͋る/FX�;FBMBOE�PBDLHBJOH�"DDPSEに2004年͔ΒࢀՃしͯい·͢ɻ

ࡦఏݴʹͭͳ͕Δࣗओతͳࢀը

ઓུڥ ಈ༰׆ ྉɾσʔλฤࢿ
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ੜ࢈ ಈ༰׆

スϦランΧߚԂ
༿ੜ࢈スϦランΧのߚԂで、࣋ଓ性をߴΊる的でレΠンϑΥレス
ト・アラΠアンスೝ証のऔಘࢧԉをߦっͯい·͢ɻ2018年͔Β、খԂの
ೝ証औಘࢧԉとԂの水ݯ保全開始しͯい·͢ɻ

ԕ市ホップാݝखؠ
1963年͔Β50年Ҏ্にΘたりビールの原料となるホップのܖഓ͕ߦΘ
Εͯいるԕ市で、2014年͔Βホップാのੜきのௐࠪをߦい、๛͔なཬࢁ
のੜଶܥをकるׂを໌Β͔に͢るऔり組Έをߦっͯい·͢ɻ

ా্ݝ市ϒυാ
͔ͭͯେ͕༡ߥٳ廃で͋ったとこΖをݩのܗ؍ܠにྀしな͕Βϒ
υാとしͯ造したా্ݝ市ਞ場に͋るϝルγャンのࣗ社理ാ
ࢠ（ϚϦί）ϰΟンϠーυで、2014年͔Βੜଶܥௐࠪをߦっͯい·͢ɻ

オーストラϦアཙՈ ラΠオン、-BOEDBSFと組んでج金を࡞り、ڇೕのௐୡઌで͋るཙՈ͕
っͯい·͢ɻߦԉをࢧ͏ߦଓՄなཙを࣋

ಈ໊׆ ಈ༰׆

水ݯの活動
キϦンάループで、1999年Ҏདྷ、ビール工場ۙྡの水ݯでྛ保全活動
をܧଓし、ࡏݱで日本全国11Χ所のྛͮ͘りに、άループをͯ͛ڍऔり
組んでい·͢ɻ

環境美化活動
国֤に工場ۀࣄ所をͭ࣋キϦンάループで、Ҭ社ձのํʑ
/P0とのྗڠにより、पลҬを͡Ίۙྡのւ؛・Տ川などの清活動に
औり組んでい·͢ɻ

ಈ໊׆ ಈ༰׆

ビールञ造組߹ 容器แٿԹஆ化ରࡦ・॥環ܕ社ձܗなどの環境ࣗओߦ動ܭըのࡦ
ఆ・औり組Έ、飲料容器のࢄཚࢭ・環境美化などをڞಉでߦっͯい·͢ɻ

全国清涼飲料࿈߹ձ 容器แٿԹஆ化ରࡦ・॥環ܕ社ձܗなどの環境ࣗओߦ動ܭըのࡦ
ఆ・औり組Έ、飲料容器のࢄཚࢭ・環境美化などをڞಉでߦっͯい·͢ɻ

ϦαΠクルؔஂମ 容器แϦαΠクルڠձ֤種ϦαΠクルਪਐٞڠձなどととに̏3をਪਐ
しͯい·͢ɻ

৯品容器環境美化ڠձ 飲料ϝーΧー6ஂମ͕集·り、環境美化のたΊの活動をߦっͯい·͢ɻ

ಈ׆ ɾ໊ஂମ໊ ಈ༰׆

キϦン・スクール・チャレンジ தߴੜに͚た環境ϫークγϣップを年に8～10回ఔ度実施しͯい·͢ɻ

全国Ϣース環境ωットϫーク 環境লとಠཱߦ法ਓ環境保全͕ߏػओ͢࠵る全国Ϣース環境ωットϫーク
にࢍڠしͯい·͢ɻ

Τί・ϑΝースト 環境େਉにରしͯࣗΒの環境保全にؔ͢るऔり組Έをଋ͢る制度Τ͕ۀا
ί・ϑΝーストに製造ۀୈ1߸としͯࢀՃしͯい·͢ɻ

ಈ׆ ɾ໊ஂମ໊ ಈ༰׆

国ཱ研究開発法ਓۀ・
৯品ٕۀ࢈ज़૯߹研究ߏػ

༡ߥٳ廃に͓͚るϒυാの造に͏ੜଶܥのม化のڞಉ研究、͓ よび
っͯい·͢ɻߦੜ活動を࠶དྷ種の২ੜࡏ・গ種ر

ஂମ໊ ಇ༰ڠ

̛̬̬ジャパン
ਓྨ͕ࣗવとௐしͯੜきΒΕるະདྷをࢦし、100Χ国で活動しͯいる
環境保全ஂମ͕88'で͢ɻ88'ジャパンに、ੜ物ݯࢿのΨΠυラΠン
ߦ動ܭըのࡦఆでྗڠをいたͩいͯい·͢ɻ

レΠンϑΥレスト・
アラΠアンス

ଳӍྛをҡ࣋͢ることを的に設ཱ͞Εた国ࡍ的なඇӦརஂମ͕レΠン
ϑΥレスト・アラΠアンスで͢ɻڞಉでスϦランΧのߚԂにର͢るレΠン
ϑΥレスト・アラΠアンスೝ証औಘࢧԉプϩジΣクトをਪਐしͯい·͢ɻ

'4$
ࡐをੜ͢࢈るੈքのྛと、ͦ のྛ͔Β切り出͞Εたࡐࢴのྲྀ通
Ճ工のプϩηスをೝ証͢る国4'͕ؔػࡍ$で͢ɻキϦン、2017年に「4%(T
と'4$�ೝ証にؔ͢るόンクーόーએݴ」にίミットϝントしͯい·͢ɻ

34P0（࣋ଓՄなパーϜ༉
のたΊのԁձٞ）

キϦンホールσΟンάス、「࣋ଓՄなパーϜ༉」のੜ࢈とར用をଅਐ͢る
ඇӦར組৫、「࣋ଓՄなパーϜ༉のたΊのԁձٞ」の४ձһとしͯ活動
しͯい·͢ɻ

こど国࿈環境ձٞਪਐڠ
ձ（+6/&$）

国ࡍ࿈߹େֶと࿈ܞしͯ࣋ଓՄな社ձをる「ਓࡐ」をҭ͢る/(0で
͋る「こど国࿈環境ձٞਪਐڠձ」と「キϦン・スクール・チャレンジ」をڞ
しͯい·͢ɻ࠵

ੜ࢈ ॴͷ͋ΔҬۀࣄ

քஂମۀ

ҭڭੈ࣍

ؔػڀݚ

/(0
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ର໊ ։ࣔ༰

Τίレール
2006年にキϦンビόレッジ͕、2010年にキϦンビール͕、ͦ ΕͧΕమ
ಓ՟物༌ૹを活用しٿ環境にੵۃ的にऔり組Ήۀاとしͯ、国ަ通
ল͕ਪਐ͢る「ΤίレールϚーク」ೝఆۀاにબΕ·したɻ

ΧーϘンϑットプϦント
キϦンビール、2008年͔ΒビールۀքととにΧーϘンϑットプϦントに
ͭいͯऔり組Έを開始し·したɻビールྨのࢉఆルールとなるP$3（PSPEVDU�
$BUFHPSZ�3VMF）2011年2݄にೝఆ͞Ε、2013年12݄に改గ͞Ε·したɻ

レΠンϑΥレスト・アラΠア
ンスೝ証ラϕル

「キϦンޕ�後のߚ�ストレートテΟー」500NMࢴパック（2015年3݄Ϧ
χϡーアル発ച分͔Βܧଓしͯ）にレΠンϑΥレスト・アラΠアンスೝ証ラϕ
ルをදࣔしͯい·͢ɻ

'4$ೝ証ラϕル
2020年·でにͯ͢のࢴ製แ容器を'4$ೝ証ࢴに切り替えることをࢦ
しͯい·͢ɻ͓ ٬༷にྛをकることのେ切͞を理ղいたͩ͘たΊに、Մ
な容器แにͭいͯ'4$ೝ証ラϕルを͚ͯい·͢ɻ

&$0$&35

ϝルγャンで2009年より、༗ػഓՌ実を100�用し、ੈ ք的な༗ػೝ
証ؔػで͋る「&$0$&35（Τίαート）」の日本法ਓ「&$0$&35�+"P"/」
のೝ証をड͚た「Ϙン・ルージϡ�༗ػϫΠン�ペットϘトル�」を発ചしͯい
·͢ɻ

࣌ ԋ༰ߨ

2017年2݄4日 全国ϢースϑΥーラϜ（ओ࠵ɿٿ環境ج金、テーϚɿキϦンの$47）

2017年8݄22日 環境Ϛωジϝントަྲྀձٞߨԋ（ओ࠵ɿҰൠ社ஂ法ਓۀا研究ձ、テーϚɿ๛
͔なٿのΊ͙ΈをকདྷにҾきܧいでい͘キϦンのऔり組Έ）

2017年10݄18日 びΘこ環境ビジωスϝッη（ओ࠵ɿެ ӹஂࡒ法ਓ୶ւ環境保全ஂࡒ、テーϚɿ
ظ環境ビジϣンとԹஆ化ରࡦ）

2017年10݄22日 ٿ金、テーϚɿ๛͔なج環境ٿɿ࠵ੜ4%(Tηミφー（ओߍߴ�۠ـۙ
のΊ͙ΈをকདྷにҾきܧいでい͘キϦンのऔり組Έ）

2017年10݄23日 環境・ΤωルΪービジωス研究ձ（ओ࠵ɿେࡕ工ձٞ所、テーϚɿキϦンの
環境ビジϣンとઌਐ的な̨̘̫活動）

2017年12݄7日 ୈ6回環境γンϙジϜ（ओ࠵ɿެӹஂࡒ法ਓりͦなアジア・オηアχアࡒ
ஂ、テーϚɿ࣋ଓՄなۀを47$͢ࢦ活動）

ର໊ ड༰

$%P 2017年、$%P�$MJNBUF�DIBOHFで4年࿈ଓ、$%P�8BUFSで2年࿈ଓ、"
Ϧストۀاにબఆ͞Ε·したɻ

Ϳなの�環境アンέート ଛ保ジャパン日本ڵѥϦスクϚωジϝントࣜגձ社の「Ϳなの�環境アンέー
ト2017」で、ߴ࠷ランクの̖ランクධՁを֫ಘし·したɻ

ϓϩάϥϜ໊ ಈ༰׆

工場環境πアー
横浜工場「ࣗવのܙΈを͡ײるπアー」、神ށ工場「環境πアー」、ͦ のଞの環
境Ҋなどで、2017年39回、Ԇ647໊にࢀՃいたͩき·したɻ

キϦン・スクール・チャレンジ

キϦン、「๛͔なٿのΊ͙Έをকདྷにͭないでい͘」たΊに、ど͏͢Εྑ
い͔を、एऀたちとҙݟをたた͔Θͤ、とにٞしͯ࡞り্͛、͞ Βにதߴ
ੜ͕ಉੈにえͯい͘ϫークγϣップで͋るキϦン・スクール・チャレンジを
2014年12݄͔Β年8～10回ఔ度の開࠵を్としͯߦっͯい·͢ɻ
�ɿIUUQ���XXX�LJSJO�DP�KQ�DTW�FDP�TDIPPMDIBMMFOHF-63ߟࢀ

Λ௨ͨ͡ڥใ։ ʢࣔڥϥϕϧʣ ֤छߨԋ

ࢿՈͷใ։ࣔ

ҭϓϩάϥϜڭ

⾣1���ؔ࿈ใ
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3 1݄2日実施の༏ल࡞品

3݄30日実施の༏ल࡞品 6 1݄0日実施の༏ल࡞品 6 1݄1日実施の༏ल࡞品

8݄4日実施の༏ल࡞品 8݄9日実施の༏ल࡞品 8݄24日実施の༏ल࡞品

தߴੜ͕ΉʮキリンɾεΫʔϧɾνϟϨンδʯ

ʮΩϦϯɾεΫʔϧɾνϟϨϯδʯઐ༻αΠτ
͜Ε·Ͱ։ͨ͠࠵ϫʔΫγϣοϓͷࣄه࡞ɺื ूཁ߲Λհ͍ͯ͠·͢ɻ

XXX�LJSJO�DP�KQ�DTW�FDP�TDIPPMDIBMMFOHF�

� � ��の༏ल࡞

キϦン、࣍を担͏தߴੜ͕ੈքの༷ʑな社ձ的課
のղܾにֶ͚ͯび、ߟえ、ٞ しͯಉੈにえる「キ
Ϧン・スクール・チャレンジ」を2014年͔Β開࠵ɻ「ͭな
͕っͯいる、Θたしたちとੈք」のテーϚのと、日͝ΖԿ
気な͘飲んでいる飲Έのͻとͭऔっͯੈքとͭな͕っ
ͯいることに気ͮきをಘたதߴੜ、チーϜで課ղܾ
へのいを࡞品に࡞り্͛ಉੈに発৴しͯい·͢ɻ

����キリンɾεΫʔϧɾνϟϨンδදজࣜ

ϨΠϯϑΥϨετɾΞϥΠΞϯεɺ88'δϟύϯɺ
'4$δϟύϯͳͲͷ/(0ߨԋ

'4$ジャパンレΠンϑΥレスト・
アラΠアンス

88'ジャパン

「ୈ8回キャϦアڭҭアϫーυ」ྭड
「ฏ29年度�੨গ年のମݧ活動ਪਐۀاදজ」
৹ࠪҕһձྭड

レΠンϑΥレスト・
アラΠアンス
ೝ証Ϛーク

'4$ೝ証Ϛーク
'4$�$137754

ઓུڥ ಈ༰׆ ྉɾσʔλฤࢿ
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資源循環
再資源化

廃棄物の適正管理

食品廃棄ロス削減
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日本国内事業に伴う副産物・廃棄物の再資源化率の推移

再資源化率100％（キリンビール、キリンビバレッジ、キリンディ
スティラリー）
国内の酒類事業・飲料事業では、工場の再資源化率100％を目
標に定め、継続して達成しています。
工場の再資源化率100％は、1994年にキリンビール横浜工場を
含む4工場から始め、1998年にはビール業界で初めて全工場で
達成しています。

ビール仕込粕の飼料化（キリンビール、ライオン、ミャンマーブル
ワリー）
ビールや発泡酒などの製造工程で発生する仕込粕には、栄養成
分が残っているため、牛の飼料やキノコ培地などに有効利用され
ています。

大麦搗精粕の利用研究（キリン）
乳牛などの家畜の病気予防や抗生物質の低減は、酪農業にとっ
て大きな課題となっています。基盤技術研究所は、家畜飼料とし
て利用されている大麦搗精粕に含まれる大麦穀皮由来のリグニ
ン配糖体および大麦搗精粕に、牛の免疫活性を高める効果があ
ることを発見し、さらに研究を進めています。

ブドウの搾り粕再利用（メルシャン）
ワインのためのブドウの搾り粕を、自社ブドウ畑の堆肥置場で一
年間切り返しという作業を行うことで、堆肥にして有機肥料とし
て利用しています。

リン酸回収（協和発酵バイオ）
協和発酵バイオ山口事業所防府に、発酵廃水からリン酸を回収
する設備を設置しました。それまではリン酸カルシウム主体の回
収ケーキを、産業廃棄物として処理していましたが、2008年か
ら一部を乾燥し肥料原料として販売しています。

キリングループでは、「廃棄物の適正管理の徹底と定着」を目標
に掲げて取り組んでいます。そのために、「キリングループ廃棄
物管理ガイドライン」を定めて、グループ共通の仕組みの中で廃
棄物の適正な処理を推進しています。

キリンホールディングスは、消費財流通業界の企業が主体となっ
て2011年8月に立ち上げた「日本TCGF」に参加して、日本国内
での非競争分野における共通課題の解決に向けて活動していま
す。そのひとつの「サステナビリティプロジェクト委員会」では、
製配販のバリューチェーンにおける環境課題（地球温暖化防止、
廃棄物削減など）を整理し、解決することを目指し、清涼飲料の
賞味期限の「年月表示」への移行について具体的に取り組んでい
ます。賞味期限をもとにした配送や保管、店頭陳列の管理を変
更することで、サプライチェーン上の環境負荷（物流拠点間の転
送および転送に由来するCO2排出など）や非効率（物流倉庫の
保管スペース、店頭の先入先出作業など）を軽減できますが、製
品の廃棄ロスにも大きな効果が期待されます。
また、小売りなどの需要側の変動要因を工場や物流センターと
緊密に情報共有するなどして需要予測を向上させることで廃棄
ロスを低減する取り組みも継続して行っていますが、さらに販売
数量目標を厳格に管理することで廃棄ロスを削減する取り組み
を進めます。このような取り組みにより、貴重な生物資源や容器
包装が無駄にならないように取り組みを進めていきます。

仕込粕の飼料への有効利用 ブドウの搾り粕再利用

具体的には、契約書の雛形の統一や委託先監査の頻度や内容を
標準化し、さらに廃棄物管理に関わる担当者のリストを作成して、
業務に関わる担当者全員に対して標準化したテキストを元に教
育を実施するようにしています。
また、グループ全体の処理委託先情報を一括管理し、万が一トラ
ブルが発生した場合にでも委託先とその許可内容、委託してい
る廃棄物などがすぐに検索し確認できるようになっています。こ
のようにすることで、業務を標準化し、新しく担当になった人で
も間違いなく廃棄物関連業務を行えるようにしています。

キリンビール・キリンビバレッジの
工場の再資源化率 100%

▶P.99関連情報

環境戦略 活動内容 資料・データ編
■生物資源 ■水資源 ■容器包装 ■地球温暖化 ■環境マネジメント
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汚 染 予 防
大気・水質・土壌の汚染防止

大気汚染
キリングループは各国の大気汚染防止関連法の遵守に努め、環
境法令が求める以上の自主基準を設定し、大気汚染物質の排出
低減に取り組んでいます。
例えば日本の輸送においては、大都市圏においてNOx・PM法の
対策車両の導入を進めるほか、大型車への切り替えによりトラッ
ク1台あたりの積載量を増やし、トラック延べ台数の削減を進め
る取り組みを実施しています。

水質汚濁物質
キリングループは各国の水質汚濁防止関連法の遵守に努め、環
境法令が求める以上の自主基準を設定し、排水負荷の最小化に
取り組んでいます。

土壌汚染
キリングループでは、資産売却に伴う土壌汚染について調査のう
え適切に対応しています。

化学物質
キリングループでは、「PRTR法（特定化学物質の環境への排出
量の把握等および管理の改善の促進に関する法律）」などの関
連法規に基づいて化学物質を適正管理しています。協和発酵キ
リングループではその事業特性上、化学物質排出量の大部分を
占める揮発性有機化合物（VOC）について目標を設定し、削減
の取り組みを推進しています。また、協和発酵キリンでは、「環
境・安全・製品安全に関する基本方針」に基づいて、レスポンシ
ブル・ケア活動を推進し、商品の研究段階から使用・廃棄にいた
るまで各段階のアセスメントを厳しく運用しています。

ポリ塩化ビフェニル（PCB）
適切に管理するとともに、法に従って順次処理を行っています。

アスベスト
適切に管理・隔離するとともに、法に従って順次処理を行ってい
ます。

HCFC/HFC
全体で管理しているHCFC・HFCは以下の通りです。土壌の調査状況（2017年）

調査件数 調査面積

12件 139,938m2

協和発酵キリングループ

2020年度VOC排出量を2003年度比50％削減

化学物質に関する目標

高濃度コンデン
サ・リアクトルなど

微量コンデンサ・
リアクトルなど 高濃度安定器 微量安定器

311台 30台 3,573台 0台

PCB管理状況（2017年）

建屋数 面積

4棟 2,913m2

アスベスト管理状況（2017年）

事務所数 重量

14カ所 29,573kg

事務所数 重量

6カ所 15,471kg

HCFC管理状況（2017年）

HFC管理状況（2017年）

▶P.99

▶P.39

▶P.99〜P.100

関連情報

関連情報

※関連情報

環境戦略 活動内容 資料・データ編
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��

ଓՄͳௐୡ࣋

サϓϥイϠʔͱの૬ޓίϛϡχέʔγϣン

キϦンάループで、「࣋ଓՄなௐୡ」をਪਐし、όϦϡー
チΣーンの֤プϩηスに͓いͯ社ձ的をՌた͢たΊに、αプ
ラΠϠーとの૬ޓίミϡχέーγϣンをॏࢹしͯい·͢ɻ
日本૰߹飲料ۀࣄで、৽نαプラΠϠーにରし 「ͯキϦンά
ループαプラΠϠー$43ΨΠυラΠン」のߦ動ൣنにఆΊた९क
6߲にͮج 「͘αプラΠϠー$43֬ೝॻ」のఏ出と、ߦ動ൣن
の९कをٻΊͯい·͢ɻ͓ औりҾき開始後、年1回、֤ αプラΠ
Ϡーの「࣋ଓՄなௐୡ」にؔ͢るऔり組Έঢ়گを֬ೝし、ͦ Ε
にରしͯௐୡ担当ऀ͕ධՁをߦっͯ い·͢ɻධՁの݁Ռ、品࣭
水४、Ձ格༏Ґ性、ೲظରԠなどのධՁ݁Ռと߹Θͤͯαプラ
ΠϠーにϑΟーυόック͞Ε、ඞཁにԠͯ͡Ճௐࠪੋਖ਼ґཔ

αϓϥΠϠʔຬௐࠪ
ʢ1ճʣ

αϓϥΠϠʔධՁˍ'FFECBDL
ʢ1ճʣ

キリンサϓϥイϠʔ
վળґཔ

ಈ׆ଓͨ͠վળܧ

˞͓औりҾき開始࣌に$43֬ೝॻఏ出

「キリングループサプライヤーCSRガイドライン」
遵守項目

1� ମ制・ίンプラΠアンス・ϦスクϚωジϝント
2�ਓݖへのྀ
3�環境へのྀ
� ˙環境Ϛωジϝントへのऔり組Έ
� �ར用ݯࢿଓՄなੜ物࣋˙ ར用ݯࢿଓՄな水࣋˙
� �ར用ݯࢿଓՄな࣋˙ ˙ٿԹஆ化へのରԠ
� ˙汚છのࢭとن制物࣭理
4ɹ҆全・҆৺
5ɹアルίールؔ࿈へのऔり組Έ
6ɹ社ձݙߩ

をߦっͯい·͢ɻҰํ、ެ ਖ਼な͓औりҾきを͏ߦたΊに、αプラΠ
Ϡー͔ΒキϦンάループにର͢るϑΟーυόックとしͯ、αプラΠ
Ϡーຬ度ௐࠪをఆظ的に実施し、キϦンάループのௐୡ活動
にର͢る͝ҙݟをいたͩいͯい·͢ɻいたͩいた͝ҙݟをௐୡ
活動に活͔͢ことで、「オープンでϑΣアなऔりҾき」、「ίンプ

キϦンάループ、社ձ的をՌた͘͢、2017年9 「݄キϦ
ンάループ࣋ଓՄなௐୡϙϦγー」を制ఆし·したɻࢲたち、
αプラΠϠーଞのステークホールμーのҙݟにࣖを͚この

˞1日本૰߹飲料άループ、ラΠオン、
͓よびڠ発߬キϦンάループ
αプラΠϠーへの࣭දにより、
ミャンϚーϒルϫϦーओཁなௐୡ
ઌにର͢るਵ࣌のௐࠪ・ࢦ導によ
りアηスϝントɻ

˞2 発߬キϦンάループ2015年ڠ
Ҏִ߱年実施のたΊ、ະ実施の年
લ年のηルϑアηスϝントを
のۀࣄɻな͓、国૰߹飲料ࢉ߹
ࡐのアηスϝントの実施
100�ɻ

��15 ��1� ��1�

αプラΠϠーのϦスクアηスϝント実施（ˋ）˞ 1 47 39�6 47�8

αプラΠチΣーンํの研मを実施したௐୡ部のスλッϑのׂ߹（ˋ） 100 83�8 96�1

αプラΠϠー$43ΨΠυラΠンにͮجいたηルϑアηスϝントをߦっͯいる
αプラΠϠーのׂ߹（ˋ）˞ 2 25�4 23�3 28�2

αプラΠϠーに͓͚るࣇಐ࿑ಇのใ݅ࠂ 0 0 0

αプラΠϠーに͓͚るڧ制࿑ಇのใ݅ࠂ 0 0 0

ラΠアンスの९क」の実ݱにΊͯい·͢ɻ·た、αプラΠϠー͔
Βのੵۃ的なఏҊをྭ͢るととに、ඞཁな場߹αプラΠ
Ϡーの工場でのলΤω活動にͭいͯྗڠをߦっͯ い·͢ɻ
「本ํجങߪ発߬キϦンάループڠ」、発߬キϦンでڠ
をఆΊるととに、「ڠ発߬キϦン�$43ߪങΨΠυϒック」を
を「ൣن動ߦ$43」いたͩきたいྗڠし、αプラΠϠーに͝࡞
制ఆしͯい·͢ɻ·た、αプラΠϠーのݱঢ়をѲ͢る「$43औり
組Έঢ়گにؔ͢るアンέート」を2012年͔Β実施しͯい·͢ɻ
ラΠオンで、ಉ༷な組Έを࣋っͯ い·͢ɻラΠオンのαプラΠ
Ϡー「-JPO�4VQQMJFST�3FTQPOTJCMF�4PVSDJOH�$PEF」にॺ໊
͢るඞཁ͕͋り·͢ɻこΕにより、αプラΠϠーΤγΧルトレー
σΟンάΠχγアチϒ（&5*）のྙ理ج४に४ڌしたラΠオンのௐ
ୡج४をຬた͢ことになり·͢ɻ֬ ೝ4FEFYによっͯߦい·͢ɻ
キϦンάループ、このよ͏なҰ࿈のऔり組Έを通ͯ͡P%$"α
Πクルを回しな͕Β、ܧଓ的にαプラΠϠーと࿈ܞし、࣋ଓՄ
なௐୡをਪਐしͯいき·͢ɻ
アンέートの݁ՌҎԼの通りで͢ɻ

ϙϦγーの理ղをਤるととに、ڠಇしͯͦの実ݱへऔり組んで
いき·͢ɻ

ઓུڥ ಈ༰׆ ྉɾσʔλฤࢿ
˙ੜݯࢿ ˙ਫݯࢿ ˙༰ثแ ˙ٿԹஆԽ Ϛωδϝϯτڥ˙
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ੜݯࢿ

ੜݯࢿʹؔすΔํ
キϦンάループで、環境ਓݖに݁びͭ Մ͘性のߴいੜ物ݯࢿにͭいͯ、ૣ い͔ظ࣌Β
औり組ΈをਐΊͯき·したɻ
2010年に「ੜ物ଟ༷性保全એݴ」をࡦఆしたのちに、2013年に「キϦンάループ࣋ଓՄなੜ物ࢿ

˞1�4UFQ�2に͓͚るߚの࣋ଓՄ性、レΠンϑΥレスト・アラΠアンスೝ証のऔಘঢ়گでධՁし·͢ɻ
໊、（用をআ͘ۀҰ部の・֎ܕఆ）෧、ࢴと、ίϐー用ࢴ用ࣄ�2˞ ͓、 よびձ社Ҋのҹ物とし·͢ɻ
˞3�ରۀاにキϦン・トϩϐΧーφࣜגձ社をؚΈ·͢ɻ�˞4ݶ�ఆ品、গ量品種、ಛघなܗঢ়、༌入品をআき·͢ɻ
˞5�)JHI�$POTFSWBUJPO�7BMVF�'PSFTU��)$7'�とݺΕるので、'4$のఆٛによるのとし·͢ɻ
˞6�パーϜ༉と、アϒラϠγՌ肉͔ΒಘΒΕるパーϜ༉͓よびͦの種͔ࢠΒಘΒΕるパーϜ֩༉をؚΈ·͢ɻ

キϦンάループ、ࣗ વのܙΈを原料に、ࣗ વのྗとܙを活用しͯۀࣄ活動をߦっ͓ͯり、ੜ物ଟ༷性の保
全ॏཁなܦӦ課で͋るとೝࣝしͯい·͢ɻকདྷにっ 「ͯ৯と݈߁」の৽たなよΖこびをఏڙしଓ͚るた
Ίに、キϦンάループ、ੜ物ଟ༷性保全のたΊの༷ʑな活動をੵۃ的にߦい·͢ɻ

���ੜଟ༷ੑʹྀしͨݯࢿར༻Λਪਐします
ੈքதのਓʑ͕ࣗવのܙΈを࣋ଓ的にڗडできるよ͏
に、ੜ物ଟ༷性にྀしたݯࢿのར用をۀࣄ活動全ମ
に͓いͯਪਐし·͢ɻ

���キリンάϧʔϓのٕͭ࣋ज़Λ͔׆します
「৯と݈߁」の৽たなよΖこびをఏ͢ڙるۀاとしͯ、
活動を通ͯ͡保༗͢るٕज़のԠ用により、ੜ物ଟ༷ۀࣄ
性の࣋ଓՄなར用͓よび保全にݙߩし·͢ɻ

̍ɽߚ
キϦンࣜגձ社にͯ、ҎԼの3ஈ֊のステップ
でௐࠪをߦい、ຖ年レビϡーをߦいな͕Β、
いき·͢ɻ্ͯͤ͞ଓՄ性のレϕルを࣋

̎ɽࢴɾҹ
キリン株式会社、キリンビール株式会社、キリンビバレッジ株式会社、メルシャン株式会社にて、
2˞ࢴ༺ࣄ
2020年末までに、FSC®認証を受けた紙、または古紙を使用した紙100％使用を目指します。
༰ثแ4˞3˞ࡐࢿ
1）6缶パック：2017年末までに、FSC認証を受けた紙100％使用を目指します。
2）ギフト箱：2020年末までに、FSC認証を受けた紙100％使用を目指します。
3）紙パック：2020年末までに、FSC認証を受けた紙100％使用を目指します。
4）製品用段ボール箱：2020年末までに、FSC認証を受けた紙100％使用を目指します。
ͦのଞ
FSC認証を受けた紙、FSC管理木材を原料とした紙、古紙を使用した紙、または環境面で保護価値の高い森林を破壊し
ていない˞5ことを調達先へのアンケート等によって確認した紙を優先的に使用します。

̏ɽύʔϜ༉˞�
国内事業会社にて、一次原材料および二次原材料として使用しているパーム油についてRSPO（Roundtable 
on Sustainable Palm Oil、持続可能なパーム油のための円卓会議）によって承認されている認証証明取引
プログラムであるBook and Claim方式を利用して対応します。
なお、パーム油の生産農園の特定や、充分な量のRSPO認証パーム油が直接購入可能となった場合には、
別途レベルアップした行動計画を策定することとします。

1��ੜ物ଟ༷性にؔ͢る国ࡍ的な߹ҙをଚॏ͢るɻ
2��Ҩݯࢿへのアクηスݯࢿఏڙ国のࣄલಉҙをಘͯߦい、དྷྺෆ໌のҨݯࢿの࣋ちࠐΈٴびͦのར
用、ߦΘないɻ

3��Ҩݯࢿのར用、こΕよりੜͣるརӹのެਖ਼͔ͭߧฏな分をؚΊ、国ࡍにैいద切に理͢るɻ

˙త
「キϦンάループੜ物ଟ༷性保全એݴ」にͮجき、「ੜ物ݯࢿの
·えํをࣔしߟ本的なج、ଓՄなௐୡ」をଓ͚るたΊに࣋ ɻ͢
˙ద༻ൣғ
キϦンάループ͕日本国でௐୡ͢るੜ物ݯࢿに͓いͯ、
ϦスクධՁによりྛのҧ法െ採環境ഁյのϦスクを
͏とஅしたಛఆののにͭいͯద用し·͢ɻ
ௐୡΨイυϥインݯࢿଓՄͳੜ࣋˙
キϦンάループ、ରと͢るとܾΊたੜ物ݯࢿにͭいͯ
ҎԼの原ଇのとにௐୡを実施し·͢ɻ
̍ɽҧ法にྛをെ採しͯ造͞Εたプランテーγϣン、
し͘২ྛに༝དྷ͢る原料でないこと、·たെ採
に͋たっͯ原ੜ࢈の法ྩをकり、ద切なखଓきで
ੜ͞࢈Εたので͋ること͕֬ೝ͞Εたの

̎ɽ৴པできるୈऀࡾによっͯೝ証͞ΕたԂ・ྛに
༝དྷ͢るの

̏ɽ環境ഁյなどをߦなっͯいるとஅ͞Εͯいるऀۀࣄ
͕ੜ࢈したのでないの˞

2013年2݄制ఆɹ2017年2݄改ఆ

キリングループ生物多様性保全宣言 キリングループ持続可能な生物資源利用行動計画

キリングループ遺伝資源アクセス管理原則

キリングループ持続可能な生物資源調達ガイドライン

ఆし、ಛにॏཁなௐୡ品としࡦௐୡΨΠυラΠン」をݯ をಛఆ「パーϜ༉」「物ҹ・ࢴ」「༿ߚͯ」
し 「ͯキϦンάループ࣋ଓՄなੜ物ߦݯࢿ動ܭը」をࡦఆしͯऔり組ΈをਐΊͯき·したɻ2017年
2݄に「キϦンάループ$47ίミットϝント」をࡦఆ・発දしたのをड͚ 「ͯキϦンάループ࣋ଓՄな
ੜ物ߦݯࢿ動ܭը」を改గしͯऔり組ΈをՃͤͯ͞い·͢ɻ

���εςʔΫϗϧμʔͱ࿈ܞして取り組みます
ैདྷよりऔり組んでいる環境保全活動にੜ物ଟ༷性の
͓、をՃえࢹ ٬༷Ҭのパートφーと࿈ܞし、ੜ物
ଟ༷性保全にܧଓしͯऔり組Έ·͢ɻ

���๏ྩʹదʹରԠします
ੜ物ଟ༷性にΘる法ྩを९कし、ੜ物ଟ༷性の
Έ͕ੈքதで活͔ͤるよ͏にྗし·͢ɻܙ

ͱӡ༻ʹؔしてࢪ࣮˙
える課Ҭに๊͕ݯࢿのΨΠυラΠン、ੜ物هࠨ
よるௐୡࣄ͕ͦΕͧΕҟなることをྀߟしͯ、ௐୡ͢る
的ظ物のੜ物ଟ༷性্のϦスクのධՁにとͮいͯఆ࢈
にݟしを͏ߦととに、֤ 国·たҬのಛ性をצҊし、
別్ߦ動ܭըをఆΊͯஈ֊的に実施͢ることとし·͢ɻ
औり組Έに͋たっͯ、αプラΠϠー͓よびઐՈ・/(0
などのステークホルμーとྗڠし、原料ੜ࢈でಇ͘ਓʑ
͕ੜ物ݯࢿの࣋ଓ性をྀߟしたੜ࢈へҠ͢ߦるࢧԉߟ
ྀしな͕Β、ظ的ࢹでऔり組ΈをਐΊ·͢ɻ
˙ใެ։ͱ֎෦ίϛϡχέʔγϣン
औり組Έのਐঢ়گ、αステφビϦテΟレϙート
8FCを通ͯ͡、ಁ ໌性を֬保しな͕Βެ開͢るとと
に、ద切な֎部ίミϡχέーγϣンにより࣋ଓՄなੜ物
た͓٬༷パートφー・社ձの理ղを͚のར用にݯࢿ
ଅਐし·͢ɻ

ಛఆしたߚԂの࣋ଓՄ性 1˞をධՁし·͢ɻ
し·͢ɻࢦ用をԂの༿ߚいߴଓՄ性の࣋

4UFQ�1
4UFQ��
4UFQ��

Ԃをಛఆし·͢ɻߚ入ઌのߪ

�のとこΖ'4$のPPMJDZࡏݱ�˞ GPS� UIF�"TTPDJBUJPO�PG�
0SHBOJ[BUJPO�XJUI�'4$をࢀরとし·͢ɻ
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։ൃͰͷڥྀ
環境ʹྀしͨ༰ثแのઃܭ ༰ثの-$"の取り組み

ൃ߬キリンʮϨεϙンγブϧɾέΞʯのਪਐڠ

、の保全と環境ෛ荷減へのऔり組Έをよりਪਐ͢るたΊにݯࢿ
「環境にྀした容器แ設جܭ本ํ」をఆΊ、͞ Βに用
しͯよいࡐ料ͦの組Έ߹Θͤ·でن͔͘ࡉఆした「環境にྀ

キϦンάループで、ञྨ清涼飲料などのओཁな容器にͭいͯ
、దٓ-$"（ラΠϑαΠクルアηスϝント）を実施し、品のಛ性、
͓٬༷の1回当たりのߪ入୯Ґ、ओなൢചళのܗଶ、空容器回収
のࠐݟΈなど૯߹的にߟえた͏えで、容器をબしͯい· ɻ͢

、発߬キϦンでڠのಛ性্、化ֶ物࣭औѻ量のଟいۀࣄ
「環境・҆全・製品҆全にؔ͢るج本ํ」にͮجいͯ、レスϙ
ンγϒル・έア活動をਪਐし、品の研究ஈ֊͔Β用・廃棄に
いたる·で֤ஈ֊のアηスϝントをݫし͘ӡ用しͯい·͢ɻ

した容器แ設ࢦܭ」を制ఆしͯӡ用しͯい·͢ɻ1998年
にキϦンビールで制ఆしͯӡ用しͯき·した͕、2014年͔Βର
を日本૰߹飲料ۀࣄ全ମに֦େしͯい·͢ɻ

�� త
ٿの๛͔なΊ͙Έと環境を࣋ଓ的な͔たちでকདྷにͭな͗、͓ ٬༷と社ձ全ମにՁをఏڙしଓ͚るたΊに、法ྩなΒびに「環境にྀし
た容器แ設ࢦܭ」を࿈क͢ることにより、ྀした品開発なΒびにӦۀ活動に͓͚る廃棄物の減͓よびϦαΠクルのਪਐを通し、
όϦϡーチΣーン͔Βੜ͡る環境ෛ荷を͕ٿ͏こと͕できるྗとόランスͤ͞る「ݯࢿ॥環100�社ձの実ݱ」を͢ࢦɻ

�� ༰ثแの։ൃɾઃܭɾ࠾༻のجຊతํ͑ߟ
（1）開発・設ܭに当たっͯ、容物の品࣭保࣋、̓ 全Ӵੜと容器แࣗମの҆全性、製品ใのదਖ਼දࣔをલఏに、環境ద性、͓ ٬༷のい

͢͞、༌ૹޮなΒびにࡁܦ性をྀ͢ߟるɻ
（2）採用に当たっͯ、͞ Βに͓٬༷のߪ入・飲用ܗଶ、ൢ ചܗଶ͓よび容物のಛ性にԠ͡たのをબ͢るɻ
�� ༰ثแの։ൃɾઃܭɾ࠾༻ʹͨͬての環境ྀのํ͑ߟ
（1）ௐୡ͔ΒϦαΠクル·での容器แのラΠϑαΠクル全ମでの環境ෛ荷減をਤり、ࣗ વ環境へのӨڹを࠷খݶにえるɻ
用͢るɻをࡐ༩͢るたΊに、ϦαΠクル廃棄͕容қで、環境ෛ荷のগない素دにݱ社ձの実ܕ༗ޮར用、॥環ݯࢿ（2）
（3）素社ձの実ݱにد༩͢るたΊに、容器แ製造͓よび品༌ૹ工ఔでのΤωルΪー用量͓よびԹ室ޮՌΨス発ੜ量のগない素ࡐ

をબఆ͢るɻ
（4）廃棄処理࣌の環境汚છࢭにྀした素ࡐをબఆ͢るɻ
（5）33（発ੜ制・࠶用・࠶ੜར用）、߲࣍にैっͯਪਐ͢るɻ
��� �3ʢൃੜ੍ɾ࠶༻ɾ࠶ੜར༻ʣਪਐのࢦ
（1）発ੜ制（3FEVDF）

�̍�容器แٴびൢചଅਐ用πールのܰ量化にΊ、ࡐ料の用量の減にΊるɻ
�̎�ϦαΠクル࣌廃棄࣌に、ં りたたΈ、ԡしͭͿしにより、できる͚ͩମੵ͕খ͘͞なるよ͏に減容化にΊるɻ
�̏�؆қแへの切り替え、ݸ別แ・֎のলུをਪਐし、แのదਖ਼化にΊるɻ

用（3FVTF）࠶（2）
充填の回͕できる͚ͩଟ͘なるよ͏にΊるɻ࠶用͓よび࠶�̍�
る環境ෛ荷͕できる͚ͩগな͘なるよ͏にΊるɻ充填に࠶用͓よび࠶�̎�

ੜར用（3FDZDMF）࠶（3）
�̍�できる͚ͩ୯Ұ素ࡐを用し、2種Ҏ্の素ࡐを用͢る場߹、容қに分͕Մとなるよ͏にΊるɻ
用͢るよ͏にΊるɻをࡐい素ߴ用ൺのੜ品࠶よび͓ࡐੜ͞Εた素࠶�̎�
�̏�分別排出、分別収集、બ別を容қに͢る༷・σβΠンにΊるɻ

2014年11݄18日改ఆ

環境に配慮した容器包装等設計基本方針

環境・安全・製品安全に関する基本方針

行動指針（一部抜粋）

൫としͯ、製品の研究開جӦ理೦をܦ発߬キϦンάループのڠ
発ஈ֊͔Β製造・ൢച・用・廃棄にࢸる全ラΠϑαΠクルにΘた
り、環境の保͓ޢよびैۀһ・市ຽの҆全と݈߁をՊֶ的؍͔
Βྀしͯۀࣄ活動をӦΉこと、なΒびにফඅऀの҆全をୈҰと
し製品の品্࣭と҆全性の֬保にΊることにより๛͔な社
ձの実ݱに͢ݙߩるɻ� （2012年3݄22日改ਖ਼）

活動に͓͚る҆全の֬保なΒびに環境へのෛ荷の減をਤۀࣄ˙
るととに、原料ߪ入・製造・༌ૹ・ൢച、͞ Βに当社製品のফ
අऀの用・廃棄に͓͚る理ঢ়گをѲし、製品の全ラΠϑ
αΠクルにΘたり、環境・҆全・製品҆全の֬保をਤるɻ

˙৽製品৽ٕज़開発、ٕ ज़Ҡస、৽ۀࣄنల開に͋たり、環境・҆
全アηスϝントなΒびに品࣭アηスϝントを実施し、ܭըஈ֊͔
Β当ٕ֘ज़なΒびに製品の全ラΠϑαΠクルにΘたる、環境・҆
全・製品҆全の֬保にྀ͢るɻ
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ҭڭڥ
環境ݚम ࣾ環境ൃܒ ମܕݧϓϩάϥϜ

キϦンάループで、ै һにରしͯ環境Ϧスクを減͢るたΊۀ
環境研मをܧଓ的に実施しͯい·͢ɻ
環境研मମܥ化し、環境担当ऀ͚の研म、৽入社һなど
の֊別研मに環境ڭҭ͕組Έࠐ·Εͯい·͢ɻ·た、のͮ
り͘ਓࡐ開発ηンλーで実施͢る研मを国キϦンάループに
開์しͯい·͢ɻ
2017年、排水処理࠲ߨで9໊のड͕͋ߨった΄͔、৽入社һ
研मのҰ環としͯ、排水処理、廃棄物理などにͭいͯのૅج
的なߨशձを実施しͯい·͢ɻ
·た、ۀ࢈廃棄物研म$47ઓུ部でମܥ化しͯ実施をしͯい
·͢ɻ2017年、の329ਓ͕ࢀՃし·したɻ

キϦンάループैۀһに「環境」にର͢るڵຯと理ղの෯とਂ͞
をͯ͛Β͏ことを的に、Πンφーίミϡχέーγϣンを実
施しͯい·͢ɻ۩ମ的に、ै Πントラωットࢽձใ͚һۀ
を活用しͯい·͢ɻάループ本社でキϦンの環境のऔり組Έを
հ͢る動ըをσジλルαΠωージにྲྀしͯैۀһの理ղをਂ
Ίͯい·͢ɻ

キϦンάループで、ै の場ͮݧるମ͢؟һ͕社ձ課にணۀ
り͘としͯ、$47研म「社ձ課とき߹͏$47ମܕݧプϩά
ラϜ」を実施しͯい·͢ɻ
2017年、ホップഓで50年Ҏ্のͭな͕りをؠͭ࣋खݝԕ
市、͓ よびϝルγャン͕ࣗ社で理͢るϒυാ「ࢠ（ϚϦ
ί）ϰΟンϠーυ」の͋るా্ݝ市で、実ࡍのۀ࡞Ҭの
ํʑとަྲྀなどを͢ݧܦるதで、キϦン͕औり組Ή社ձとのڞ༗
Ձ造のྫࣄを理ղ͢るプϩάラϜを実施し·したɻ

ࢽձใ͚һۀै
「,*3*/�$47�5*.&4」

 ϓϩάϥϜ ։࠵ Ճਓࢀ

2016年

ԕホップฤ 6݄10日（金）～
11日（） 24໊

ϚϦίϒυฤ
7݄8日（金） 27໊

10݄14日（金） 35໊

2017年

ԕホップฤ 5݄26日（金）～
27日（） 36໊

ϚϦίϒυฤ 9݄22日（金）～
23日（） 31໊

環境研मの༷ࢠ
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